
コード記入日： 平成 年度

※単年度事業及び単年度繰返事業については、全体欄を*****とする。

※単年度事業及び単年度繰返事業については、評価実績年度及び全体計画欄のみ記載する。Ｈ ～ Ｈ①②①②
コード

改築１棟÷計画１棟導入1台÷計画1台
1 実績平成20年度

7000.1
1活動指標成果指標 棟件台

＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊（達成率分析）活魚センターの増設により、活魚の蓄養の充実、またこのことにともなう魚価の向上に大きく貢献した。活魚センター改築 １棟 100％ 平成２０年度

内訳 人 件 費 単 価 千円県 補 助 金 千円千円千円
千円総事業費Ｃ （A+B） 千円

Ｃの財源内訳 国 補 助 金 千円人件費　B
そ の 他 千円起 債 7,000 7,000 7,000 7,000

401060104一 般 財 源

単位 計画
従 事 職 員 数 人直接事業費 A 千円 6,657

（全体）

平成１9年度以前実績

（評価年度実績） 補助金交付件数
目的：何をしたいのか　平成１９年度に「五島箱入娘」の商標登録を行い、ヤリイカ、タチウオ、イサキを主体に、神経抜き、イカスミの除去などの厳しい基準を定めた独自の認定制度を創設し、「五島箱入娘」のブランド化に取り組んでいる。しかし、市場流通だけでは消費者への認知度が低く、産地直送も含めた両面での出荷体制の構築を図り、ブランド確立へ向けた取組を実施する。そこで、当該事業により活魚センターの作業スペースを拡大するとともに真空包装機を整備し、蓄養させた活魚を素早く活しめし一次処理を行い、真空パック梱包作業を行うといった一連の作業がスムーズに行われ、作業効率もあがり鮮度の低下を防ぎながら、衛生的な取扱いが実施できる。ブランド魚の販売増大、規格・衛生管理による単価の向上、及び産地直販体制の構築により、今後更なる付加価値向上を図るうえでも消費者のニーズに対応した安心・安全な出荷を行い、漁業者の所得向上及び漁家経営の安定が見込めるため計画した。 計画

（達成率分析） （指標数値） （達成率）成果指標：目的の達成度を表す指標・達成率　（上段：全体、下段：評価年度）＊＊＊＊＊＊ （達成率積算根拠） （目標達成年度）
（達成率） ＊＊＊平成２０年度＊＊＊ 　活魚センター改築　　　木造スレート葺平屋建　　128．00㎡　　　設備機器　　　　　　　自動真空包装機　1台 交付件数１件÷申請件数1件100％①（達成率分析）計画どおり補助金を交付した＊＊＊ ＊＊＊（対象２）（対象１） 漁業協同組合漁業者

基本事業コード
（対象指標２）活動指標：事務事業の活動量を表す指標・達成率　（上段：全体、下段：評価年度（達成率積算根拠） （目標達成年度）

事務事業コード関連計画 法令・条例規則等4010601 項コード40106 目コード

（指標名称）

32
512人（対象指標１）

857総合計画の位置付け 財務会計の位置付け政策コード 4 款コード 6政 策 名 称 細目コード新上五島町水産業振興奨励事業補助金交付要綱１組合対象指標：対象の大きさを表す指標
＊＊＊１件（指標名称） （指標数値）

②
平成２０年度① ＊＊＊ ＊＊＊

100％②全自動真空包装機 １台計画どおりに真空包装機を導入した。（達成率分析）
1１ 1１11１

20 古木文雄担当者 年度～ 平成平成 20 年度
401060104

事業種類 単年度事業事業期間評価対象事業名称 活魚センター改築工事作成年度 課コード 116H21.6.8 課　名 水産課課長名 太田均

7,0004,973
7,4608,160

全体計画

3,187

事 務 事 業 事 後 評 価 表21

事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入対象：誰、何を対象にしているのか
施策コード 401

１0.1
20 20

4,438
実績１1
2,919
7007,357 8,1607,460

4,9733,187
7000.1 7,3576,657

4,4382,919
7000.1

施 策 名 称基本事業名称事務事業名称 自立する産業の育成、雇用の確保水産業の振興魅力ある漁村づくり水産業振興事業補助金費（漁村づくり）計画（PLAN)

実施（DO)



　 ※理由の欄は必ず記載すること。● ● ● ● ●  ●● ● ● ● ○今後の関連事業に対する改善点

※３次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

時代情勢を考慮し、活魚を推進しながら、魚価所得の向上につなげた。
現状の｢五島箱入娘｣の出荷量と将来計画により適切な規模であり、成果を向上させる余地は無い。加工施設が全く無かった漁協において、事業を行わなかった場合、ブランド化の推進が遅れた。実施計画を精査した上で削減する余地は無い。いいえ 理由いいえ 人件費削減を考慮した。理由

１次評価

時代情勢や環境の変化などを考慮しても、事業を行う必要がありましたか。 はいいいえ 理由 町の基幹産業であり、漁業の推進を図る上で必要である。

補助金実施要綱に沿って受益者負担を行っている。
はい

理由

受益者負担は適正でしたか。 はいいいえ人件費を削減することはできませんでしたか。 はい 理由
理由
理由

いいえ類似事業との整理統合はできませんでしたか。 はい
はいいいえいいえ事業を行わない場合の影響はありませんでしたか。 はいいいえ
いいえはい

町の対応住民等の意見

妥当性 事業の対象・目的は適切でしたか。町が税金を投入して行う必要がありましたか。

なし
２次評価 水産加工品のブランド化事業とあわせ、施設の生産力アップは必要であり、地産地消・消費拡大に有効的である。。

理由魚価が低迷する中において、水産ブランド｢五島箱入娘｣を立ち上げながら、漁業所得の向上を目指す目的は適切である。水産ブランド｢五島箱入娘｣を立ち上げ、活魚を活かすことにより、出荷量の増が見込まれる。理由
効率性 直接事業費を削減することはできませんでしたか。
有効性 事業の目的は達成されましたか。 はいいいえ成果を向上させる余地はありませんでしたか。 はい

なし○目的が達成されていない場合の課題と改善策

理由単一事業であり関連する事業は無い

評価（CHECK)

改善（ACTION)


